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静岡県原子力防災訓練
（図上訓練）の実施結果

「原子力防災センター等運営訓練」

静岡県原子力安全対策課

資料2－3
原子力防災センター

合同対策協議会室 原子力防災センター等運営訓練の概要

日時 平成29年2月9日（木）午前9:30から

午後3時30分まで

場所 原子力防災センター、県庁、関係市町等

想定 原子力単独の災害

手法 ブラインド方式

内容 防護措置の実施方針の決定訓練

避難者受入可否の確認訓練

原子力防災ポータルによる情報発信訓練

等

訓練参加者

■ プレーヤー（訓練参加者）

• ＯＦＣ、ＥＭＣ、関係市町災害対策本部、静岡県
原子力災害対策本部、（以下、県本部を通じて
情報受伝達可）県各方面本部、県内市町、関係
都県

■ コントローラー（訓練統制）

• 政府原子力災害対策本部（ＥＲＣ）、病院・社会
福祉施設、浜岡地域原子力発電所、公共交通
機関、報道関係、その他全て

防護措置等に係る関係機関の役割と情報の流れ
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訓練スケジュール（訓練開始時）
訓練スケジュール（午前）

訓練スケジュール（午後） 緊急時モニタリングセンター（ＥＭＣ）

オフサイトセンター（ＯＦＣ）

総括班

広報班

放射線班

医療班

住民安全班

運営支援班

実動対処班

プラントチーム

（原子力事業者）

総括班
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広報班 放射線班

医療班 住民安全班

運営支援班 実動対処班
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実動対処班（消防） 実動対処班（警察・海保）

プラントチーム 原子力事業者（中部電力）

県オフサイトセンター派遣班 コントローラー（情報付与）
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原子力防災活動情報システム 国、県、関係市町テレビ会議（１）

国、県、関係市町テレビ会議（２） 訓練記者ブリーフィング

視察（知事） 視察（防災・原子力学術会議委員）
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視察（キャンプ富士） 県庁、県内市町、関係都県

避難者受入可否の確認訓練

原子力防災ポータルによる情報発信訓練

情報の流れ

（訓練）静岡県原子力災害対策本部
原子力班

電話０５４－２２１－２０８８

関係都県

各方面本部

県内市町

電話
（災害時優先電話想定）

電話
（災害時優先電話想定）

電話
（災害時優先電話想定）

原子力防災ポータル（ホームページ）

「お知らせ」による情報発信
（ｆａｃｅｂｏｏｋ、ツイッターと連動！）

浜岡原子力発電所の状況（地図）
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浜岡原子力発電所の状況（表） 避難指示等の状況（訓練開始時）

避難指示等の状況（地図） 避難指示等の状況（表）

避難先の受入可否の状況（県内） 避難先の受入可否の状況（県外）



8

避難先の受入可否の状況（表） 避難退域時検査場所の状況（地図）

避難退域時検査場所の状況（表） 主な避難経路の状況（表）

主な避難経路の状況（例：県内） 主な避難経路の状況（例：県外）
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成果

• 新たに整備された「原子力防災センター」にお
いて、国・県・市町と防災関係機関が緊密に連
携し、活動する体制を検証した。

• 放射性物質の放出を想定し、放射線量の測定
値に基づき防護対策を決定訓練により、緊急
時モニタリング結果に基づく状況判断を検証し
た。

• 「原子力防災ポータル」による住民への情報伝
達訓練を実施し、スマートフォン等による住民
への情報伝達の有効性等を検証できた。

課題

• オフサイトセンターにおける国職員と県・市町
職員との連携について、様々な異なる状況を
想定した訓練が必要である。

• 特に、大規模地震等の複合災害を想定し、原
子力防災センターでの活動と県庁・関係市町
等との連携について研究する必要がある。


